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株式会社アイネット

アイネット、第２データセンターⅡ期棟の建設を検討

当社は、横浜地区にある第２データセンターにおける第Ⅱ期棟の建築を検討すべく作業に着手しましたの
でお知らせいたします。

第2 データセンターは、2009 年6 月に竣工しましたが、すでに３分の２が埋まったため同敷地内に第Ⅱ期
棟（約1,200 ラックを予定）を建築する計画でおります。

第Ⅰ期棟の建築時に、第Ⅱ期棟までを含めたグランドデザインと重電設備の設置が済んでいることから、
建築期間を短縮し、2013 年度中の稼働を目指します。

これにより、第2 データセンターのⅠ期棟、Ⅱ期棟を合わせた面積は約13,000 平方メートル（収容ラック
数：約2,200 ラック）、第1 データセンターのⅠ期棟、Ⅱ期棟を合わせた総面積は約22,000 平方メールとなり
ます。

なお、投資規模等の詳細については現時点では未定であり、決定次第公表いたします。

完成イメージ

当社は、データセンターとクラウドコンピューティングを展開する独立系ITサービスプロバイダーです。煩雑
なガソリンスタンドの売上事務の合理化やクレジット処理を代行する会社として1971 年に設立されました。
以来その取扱いを拡大、現在では全国のガソリンスタンドの内およそ４分の１が当社のデータセンターに接
続、情報処理サービスを利用しており(業界トップシェア)、またデータセンターを利用する業種も金融業、流
通業、官公庁、E ビジネス、外資系企業をはじめ多岐にわたっております。その中で当社はデータセンター
運用のノウハウを蓄積、ユーザーからも大きな信頼を寄せられてきました。
クラウドコンピューティングがもたらしたIT のパラダイムシフトは、企業のIT 投資を大きく変えています。そ

して国内IT の主力事業であるソフト受託開発事業、いわゆる重層的な下請け構造の事業モデルでは対処
できないIT の新たな価値創造が求められてきています。

当社では、創業以来一貫して培ってきたデータセンターとその運用ノウハウをベースに、ストック型ビジネ
スモデルのIT サービスに注力して外資系のクラウドソリューションベンダーと協力し、次世代型データセン
ターである第２データセンターで、企業向けクラウドコンピューティング・サービスを強力に展開していきます。



これは、当社のデータセンターサービス内容、サービスポートフォリオです。

このデータセンター・サービスポートフォリオの中心部分、IT インフラの中核となるのが最も力を入れてい
るサービス、VAiO S（ヴァイオス）仮想化オール・イン・ワンサービスです。

VAiO S は、企業向けプライベートクラウドを実現するための統合サービスとクラウドプラットフォームです。
クラウドへ移行する全てのプロセスにわたって最適な仮想化導入プロセスを適用でき、投資回収期間の最
適化を実現できます。また、業界初の仮想化運用代行センター（VO C ®）により運用負荷を大幅に削減でき
ます。

TCOを40%以上、IT 資産を50%以下に削減、日本初の仮想化運用代行センター（VO C ®）と国内最高クラス
のデータセンターを融合したサービスとなっています。

VAiO S は、当社のクラウドコンピューティングの中核サービスとなります。

【商標について】
記載されている製品名などの固有名詞は、各社の商標または登録商標です。

【会社概要】
商 号 ：株式会社アイネットI－NET C O RP.

本 社 ：〒220-8401 横浜市西区みなとみらい3-3-1 三菱重工横浜ビル23階

代 表 者 ：代表取締役社長 梶本 繁昌
Ｔ Ｅ Ｌ ：045-682-0800（代表）
設 立 ：1971年4月22日
上 場 ：東京証券取引所市場第一部（証券コード：9600）
事業概要：情報処理サービス、システム開発サービス
売 上 高 ：203億円（2011年３月期：連結）
資 本 金 ：32億円（2011年３月31日現在）
従 業 員 ：単独 993名 、連結 1,487名（2011年４月１日現在）
資 格 等 ：厚生労働省 特定労働者派遣事業者

総務省 届出電気通信事業者
JIPDEC プライバシーマーク使用許諾認定
JQ A ISO 9001、JQ A ISO 14001、JQ A ISO /IEC 27001認証取得

Ｕ Ｒ Ｌ：http://w w w .inet.co.jp

■リリースに関するお問合せ先
株式会社アイネット 広報担当 高宮、木下
〒220-8401 横浜市西区みなとみらい３丁目３番１号 三菱重工横浜ビル２３階
TEL：045-682-0808 E-m ail：infoir@ inet.co.jp
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